
新たな保育の仕組み
(｢サービス保障の強化等＋財源確保｣案)

市場原理に基づく

直接契約・バウチャー方式

現行制度維持
（｢運用改善＋財源確保｣案）

○ 幅広く利用者が選択した事業者のサービスにバ
ウチャーの充当を可能とする。

○ 地域によって子どもに保障される保育の質が異なることはあってはならず、最低限の水準を確保すべき。最低基準のあり方

７ 認可保育所の質の向上

○ 競争（市場において選択されない事業者の撤
退）により、質の確保を図る。

○ 子どもの最善の利益を保障し、子どもの健やかな育ちを支援するため、保育を直接受ける子どもの視点を
いかに担保できるかという視点に立って、保育の質の維持･向上を図っていくことが必要。
その上で、保育の質を考える上では、子どもとともに親が成長することの支援、子どもと親が地域社会と
のつながりを強める場としての機能、保護者と保育所がともに子どものことを考える環境、保護者の満足
感等の視点も重要。

○ 認可保育所は、保育を必要とする子どもの健やかな育ちを支援する場の要であり、今後とも、その「質」
を確保しながら「量」の拡充を図っていくことが必要。

○ 親支援の必要性、障害児の受け入れの増加、一人親家庭の増加等、家庭環境の変化等に伴って保育所に求
められる役割や、専門性の高まり等に対応した保育の質の向上(職員配置、保育士の処遇、専門性の確保
等)について、財源確保と併せさらに検討。

※ 保育の実施に責任を有する市町村が保育所の質の確保のために取り組むことや
第三者評価も含めた各保育所の運営の検証・評価の取組を進めることなども重要。

※ 保育の質の維持・向上のためには、行政による監査の徹底・強化、保育士と子ども
との間の安定的関係の観点から離職率といった点を把握・点検できる仕組み、保育士
の職場環境が変わる中実際の保育現場で実践できる保育士の育成・研修、保育士の
特性と能力を最大限発揮するための職場のマネジメントなども重要。

○ 施設長や保育士に対する研修の制度的保障の強化や、実務経験と研修受講を通じてステップアップが図れ
る仕組み（専門性ある保育士や、現場の保育士を指導助言する役割など）について、また、研修の受講を
可能とするためにも配置基準の見直しについて、財源確保と併せさらに検討。

○ さらに、実務経験と研修受講を通じステップアップした者の配置に関しては、給付において評価する等に
より、処遇改善を併せて進めていくことについて、財源確保と併せさらに検討。

※ 量の抜本的拡充を進めるに当たり必要な保育士の計画的養成につき、さらに検討。
※ 研修の制度的保障の強化に当たっては、認可保育所のみならず、認可外保育施設ま
で含め、地域内のすべての保育従事者に対して行うものとする方向で、さらに検討。

保育の質の具体的向
上

【想定される課題】
● 市場を通じた淘汰には時間を必要とし、

悪質な事業者によるサービス提供を受けた
子どもの不利益は撤回が困難。

● コスト削減を目的に、従事者の処遇が悪
化し、結果として子どもの不利益になるお
それ。

－

○ 保育の質が子どもの育ちに与える影響等について、科学的・実証的な調査・研究に

より、継続的に検証を行っていく仕組みを構築する。

保育の質に関する継
続的な検証の仕組み
の構築

【想定される課題】
● 財源確保と併せてさらに検討。

【想定される課題】
● 保育の質が担保されず、子どもの良好

な育成環境が保障できない。
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○ 認可外保育施設を現に利用している子どもを含め、
すべての子どもに健やかな育ちを保障する観点から、
最低基準への到達に向け、一定水準以上の施設に対
して、一定期間の経過的な財政支援（最低基準到達
支援）が必要。

※ どの水準の施設まで経過的な最低基準到達支援の
対象とするかはさらに検討。

※ 無資格の従事者が業務に従事しながら資格取得を
図れる仕組みを含め、認可外保育施設の従事者に対
する研修のあり方等をさらに検討。

※ 最低基準を満たす保育の量の拡充や、認可外保育
施設の経過的な最低基準到達支援を行ってもなお、
給付対象サービスのみでは需要を満たし得ない地域
における利用者間の公平性の確保の方法については、
さらに検討。

○ 認可・認可外を問わず、バウチャーを充当可。

○ 認可外保育施設に対しては、指導強化により対
応すべき。

認可外保育施設の質
の引き上げ

○ 最低基準を満たした施設を給付対象とすることを基本。

８ 認可外保育施設の質の引上げ

【想定される課題】
● 保育の質が担保されず、子どもの良好

な育成環境が保障できない。

【想定される課題】
● 財政支援なしに指導強化のみで質の引

き上げを図るのは困難と考えられる。

【想定される課題】
● 一定期間経過後も移行できない施設を

どうするかさらに検討。

○ 認可・認可外を問わず、バウチャーを充当可。○ 家庭的保育（保育ママ）事業に加え、新たな小規模保育サービス類型を創設。（※必要な基準等について
は、さらに検討。）

小規模サービス類型
の創設

○ 認可・認可外を問わず、バウチャーを充当可。○ 早朝・夜間帯の保育については、その特性を踏まえ、必要な基準等について、さらに検討。早朝・夜間保育

市場原理に基づく

直接契約・バウチャー方式

新たな保育の仕組み
(｢サービス保障の強化等＋財源確保｣案)

現行制度維持
（｢運用改善＋財源確保｣案）

【想定される課題】
● 財源確保と併せてさらに検討。

【想定される課題】
● 財源確保と併せてさらに検討。

－○ 認可外保育施設の質の確保・向上に向けて、都道府県の指導監督の強化とともに、

地域内のすべての保育従事者を対象とした研修の実施や、地域内の認可保育所や子育て支援に関わる者との
ネットワーク形成など、市町村と連携した取組をさらに検討。

【想定される課題】
● 保育の質が担保されず、子どもの良好

な育成環境が保障できない。

【想定される課題】
● 保育の質が担保されず、子どもの良好

な育成環境が保障できない。
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